
中学生２人が全国出場
大舞台での活躍を誓う

訓練で効果を検証
新設の避難路を使い訓練

津波避難訓練が３月11日、市内の津波浸水想定
区域で実施されました。２月に避難階段が完成した
下岬区では、地域住民が実際に訓練するとともに、
市や消防職員が徒歩や車椅子、担架で人を搬送する
場合など、さまざまなケースを想定し、効果を検証
しました。その結果、階段設置以前は避難が困難と
考えられていた近隣住民や就労者の避難が可能に
なったと実証されました。

健康づくりを習慣づけよう
健康マイレージ景品抽選会を開催

市民の健康づくりを促進する取り組みである「健
康マイレージ」の景品抽選会が３月14日、市役所で
開かれました。健康マイレージとは、運動や食事な
ど日々の生活習慣の改善や健康診断の受診などをポ
イント化し、期間中に一定のポイントをためた人が
特典を受けられるもので、本年度は１５３人から応
募がありました。栁澤市長は「マイレージを機に、
健康づくりに関心を持ってほしい」と話しました。

全国中学生空手道選抜大会に出場する静岡大学教
育学部付属島田中学２年の増田翔

と

愛
あ

さん（中原区）と
常葉学園菊川中学２年の髙槗優

ゆ

瞳
め

さん（中町）が３月
14日、市役所を訪れ、栁澤市長に抱負を伝えました。
小学生の頃から通算すると、増田さんは６回目、髙
槗さんは８回目の全国大会となります。２人は「自分
の力を最大限発揮して上位を目指します」と力強く
語りました。

市の未来のために提言
浜岡東小６年生の代表児童６人が３月19日、市

役所を訪れ「２０５０年の御前崎市へのぼくたち私
たちの提言」を栁澤市長に手渡しました。浜岡東小
では６年生が総合的な学習の時間を使い、年間40
時間以上のエネルギー学習を実施してきました。今
回の提言は、６年生52人が市や日本のエネルギーに
ついて１年間学習してきた成果をとりまとめたもの
です。

エネルギー学習の成果を発表
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